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【動機は偽の相関】 
アンサンブルサイズが小さい(N = 32) と、アンサンブル共分散行列の対角要素が小さくな
る。そのため、非対角要素は相対的に大きくなる。つまり、偽の相関が推定されてしまう。 
N = 32 N = 1024 
図 1. 状態変数の標本共分散行列。アンサンブルサイズを N = 32 および 1024 としている。 
対処法: 標本共分散行列を局所化 
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図 2. j 番目の要素のグラフ表現と、それに対応する共分散行列の逆行列。 
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。グラフベース (Graph-based) のアンサンブルカルマンフィルタ (EnKF)、略称 
GEnKFと呼ぶことにする。ローレンツ96モデル (状態変数の数40) を用いたアン
サンブルサイズ32での実験を行い、GEnKF により確かに偽の相関を減少させる
ことが可能で、妥当な推定値が得られることがわかった。 
